
促
進
の
た
め
、
途
上
国
の
自
助
努
力
、
さ
ら
に
先

進
国
か
ら
の
援
助
や
直
接
投
資
、
な
ら
び
に
貿
易

振
興
が
不
可
欠
な
こ
と
、
同
時
に
先
進
国
か
ら
の

技
術
・
知
識
を
吸
収
し
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、
技
術
・
知
識

の
移
転
に
よ
る
人
と
人
の
交
流
が
極
め
て
重
要
な

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
、
と
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

東
工
大
修
士
課
程
修
了
後
、
九
一
年
四
月
か
ら

国
際
協
力
や
国
際
交
流
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
笹
川
平
和
財
団
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ

ー
と
し
て
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
財
団
で
は
、

主
に
北
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア

お
よ
び
南
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
に
関
連
す
る
事
業
を

担
当
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
該
当
す
る
対
象
地

域
で
の
経
済
開
発
が
抱
え
る
諸
問
題
、
市
場
経
済

体
制
へ
の
転
換
な
ら
び
に
地
域
間
協
力
等
に
関
す

る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決

に
向
け
た
知
的
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
策
定
と

実
施
、
事
業
計
画
案
の
事
前
評
価
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
完
了
後
の
評
価
が
主
な
業
務
内
容
で
あ
っ
た
。

私
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
、
社
会
工

学
の
視
点
で
問
題
解
決
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
人
と
人
の
交
流
お
よ
び
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
や
強
化
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ

て
知
識
や
経
験
が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
が
問
題
解
決

に
と
っ
て
知
的
な
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
と
信
じ

て
い
る
。

笹
川
平
和
財
団
の
業
務
を
通
じ
て
、
先
進
国
か

ら
発
展
途
上
国
へ
の
知
識
や
技
術
移
転
の
重
要
性

を
ま
す
ま
す
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
識
か
ら
、
九
五
年
四
月
か
ら
九
八
年

三
月
ま
で
の
三
年
間
に
財
団
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

東
北
大
学
大
学
院
で
「
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成

長
と
技
術
移
転
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
士
論
文
を

ま
と
め
、
博
士
号（
国
際
文
化
）が
授
与
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
財
団
の
業
務
か
ら
培
わ
れ
た
現
場
で
の

体
験
、
人
文
・
社
会
科
学
の
理
論
、
さ
ら
に
社
会

工
学
的
な
思
考
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
財
団
で
の
実

践
活
動
を
通
じ
て
、
意
識
し
な
い
う
ち
に
大
学
と

い
う
場
で
教
育
と
研
究
の
両
面
に
携
わ
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
思
い
が
募

る
時
に
、
人
と
仕
事
の
縁
に
恵
ま
れ
て
、
今
勤
め

て
い
る
大
学
に
助
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

大
学
の
教
育
と
研
究
現
場
で

大
学
に
籍
を
移
し
て
か
ら
教
育
の
現
場
で
は
、

学
生
に
対
し
て
受
け
身
的
な
体
質
を
改
め
、
学
際

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ

を
解
決
す
る
方
法
を
自
ら
考
え
、
そ
し
て
導
か
れ

た
答
え
を
立
説
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ゼ
ミ
で
取
り
扱

う
テ
ー
マ
は
、
環
境
、
教
育
、
経
済
開
発
、
高
齢

化
社
会
、
技
術
移
転
、
情
報
通
信
、
人
口
移
動
等

の
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
比
較
的

少
な
い
留
学
生
に
対
し
て
は
、
日
本
人
学
生
と
の

議
論
を
奨
励
し
て
い
る
。
そ
れ
は
異
な
る
生
活
背

景
や
多
様
な
価
値
観
に
基
づ
き
な
が
ら
、
人
と
人

の
対
話
や
交
流
に
よ
る
問
題
解
決
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
大
学
が
国
際
交

流
の
最
も
良
い
練
習
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
上
述
し
た
私
の
人
生
を
変
え

た
二
つ
の
転
換
点
と
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
の
奨
学
金
を
受
け
た

二
年
間
は
短
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の
人

生
に
と
っ
て
大
き
な
知
的
な
財
産
を
獲
得
す
る
源

泉
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

１９９０年大阪視察研修――国際花と緑の博覧会にて（後列右が筆者）
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ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
政
策
の
影
響
で
来
日

私
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相（
当

時
）が
一
九
八
二
年
か
ら
推
進
し
た
「
ル
ッ
ク
イ

ー
ス
ト
政
策
」
の
影
響
を
受
け
て
一
九
八
三
年
十
一

月
に
来
日
し
た
。
最
初
の
約
一
年
三
カ
月
間
は
日

本
語
を
学
習
し
、
八
五
年
四
月
に
東
京
工
業
大
学

工
学
部
に
入
学
し
た
。
そ
し
て
、
八
九
年
四
月
か

ら
九
一
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
は
、
国
際
文
化
教

育
交
流
財
団（
八
九
年
度
）の
奨
学
金
を
得
て

同
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進

学
し
社
会
工
学
専
攻
に
在
籍
し
た
。
も
と
も
と
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
日
本
に
留
学
し
た
が
、
東

京
工
業
大
学
工
学
部
入
学
後
に
、
人
々
の
行
動
様

式
、
人
間
と
社
会
が
係
わ
る
諸
問
題
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
私
の
関
心
は

自
然
科
学
か
ら
人
文
・
社
会
科
学
、
と
り
わ
け
経

済
学
と
い
う
学
問
領
域
に
移
っ
て
い
っ
た
。
同
財

団
か
ら
受
領
し
た
二
年
間
の
奨
学
金
を
使
い
な
が

ら
、
東
京
工
業
大
学
大
学
院
で
発
展
途
上
国
が

直
面
し
て
い
る
経
済
開
発
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研

究
し
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
を
テ

ー
マ
に
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
経
済
協
力
の
視

点
を
踏
ま
え
て
修
士
論
文
を
ま
と
め
た
。
実
は
本

稿
を
引
き
受
け
た
と
き
に
、
日
本
留
学
の
経
験
を

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団

が
与
え
て
く
れ
た
奨
学
生
の
二
年
間
が
私
の
人
生

に
と
っ
て
二
つ
の
大
き
な
転
換
点
を
与
え
て
く
れ

た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
社
会
工
学
を
専

攻
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
そ
の
専
攻
在
籍
中
に

取
り
組
ん
だ
研
究
テ
ー
マ
か
ら
得
ら
れ
た
問
題
意

識
で
あ
る
。

社
会
工
学
と
発
展
途
上
国
に

関
す
る
研
究

ま
ず
第
一
の
点
。
社
会
工
学
は
、
人
間
と
社
会

シ
ス
テ
ム
に
係
わ
る
政
治
・
経
済
・
社
会
・
環

境
・
文
化
等
の
多
岐
に
わ
た
る
領
域
で
の
諸
問
題

の
解
決
方
法
を
考
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

問
題
解
決
に
は
、
学
際
的
な
学
問（
経
済
学
、
経

営
学
、
政
治
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
文
化
人
類

学
等
）の
視
点
に
立
脚
し
な
が
ら
、
取
り
扱
う
問

題
領
域
の
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
、
問
題
意
識
、
行

動
様
式
、
市
場
調
査
、
政
治
的
決
定
に
関
す
る
定

量
定
性
的
な
情
報
に
基
づ
く
こ
と
で
、
そ
の
問
題

に
対
処
す
る
予
測
と
解
決
方
法
の
代
替
案
や
意
思

決
定
の
評
価
を
行
う
方
法
論
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
。
社
会
工
学
の
学
問
的
な
方
法
論
を
身
に
付

け
た
者
は
、
社
会
現
象
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を

発
見
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
目
標
の
設
定
と
予
測

を
行
い
、
問
題
解
決
の
代
替
案
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ら
を
選
択
す
る
た
め
に
評
価
し
、

さ
ら
に
実
行
に
移
さ
れ
た
案
が
も
た
ら
す
効
果
を

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
考
え
て
見
る
と
、
私
も
こ
の

よ
う
な
専
門
知
識
と
方
法
論
が
身
に
付
き
社
会
工

学
的
な
思
考
で
行
動
し
て
い
る
と
思
う
。

二
つ
め
と
し
て
、
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
だ
発
展

途
上
国
に
関
す
る
研
究
を
通
じ
て
、
経
済
開
発
の

日
本
留
学
で
獲
得
し
た
も
の

マ
レ
ー
シ
ア
出
身
。
一
九
八
九
年
東
京
工
業
大

学
工
学
部
卒
業
、
九
一
年
同
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。
九
一
年
笹
川
平
和
財
団
勤
務
、
九
八
年

東
北
大
学
大
学
院
博
士
号（
国
際
文
化
）取
得
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
現
職
の
傍
ら
笹
川
平
和

財
団
研
究
調
査
役
。

ラ
ウ
シ
ン
イ
ー

LA
U
,
S
im
Y
ee

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長

故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
〇
カ
国
の
大
学
・
大
学

院
へ
一
五
四
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

世
界
三
五
カ
国
四
二
九
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金

の
供
与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

麗
澤
大
学
国
際
経
済
学
部
教
授
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